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１．研究目的

宍道湖のヤマトシジミ漁業は漁業者による自
主的な資源管理がなされており、正確な資源量
を推定しその動態を把握することは資源管理を
実施する上で重要である。このため平成２５年
度もヤマトシジミ資源量調査を実施した。ま
た、ヤマトシジミの生息状況や生息環境を随時
把握し、へい死などの対応策の検討を行うため
月１回定期調査を実施した。

２．研究方法

（１）資源量調査
調査は調査船「ごず」（８．５トン）を使用し、

図１に示す宍道湖内の１２５定点で採泥し、水深
０～４．０mまでを４階層に区分し、水深層毎の
面積と生息密度を基に宍道湖全体の資源量を推
定した。平成２５年は、春季（６月１８日、２４
日）と秋季（１０月１７日、１８日）の２回実施し
た。松江地区、浜佐陀地区、秋鹿・大野地区、
平田地区、斐川地区、宍道地区、来待地区およ
び玉湯地区の計８地区についてそれぞれの面積
に応じ３～５本調査ラインを設定し、０．０～２．０
m、２．１～３．０m、３．１～３．５m、３．６～４．０mの４
つの水深帯ごとに調査地点を１点ずつ、計１２５
点設定した。
ヤマトシジミの採取は、スミス・マッキンタ

イヤ型採泥器（SM型採泥器）（開口部２２．５cm

×２２．５cm）を用い、各地点２回、採集面積で
０．１m２の採泥を行い、船上でフルイを用いて貝
を選別した。選別は目合２mm、４mm、８mm
の３種類のフルイを使用して行った。なお、個
体数・重量については SM型採泥器の採集効率
を０．７１として補正した値を現存量とした。
（２）定期調査
図２に示す宍道湖内４地点（水深約２m）、

および大橋川３地点（水深約４m）で調査船
「ごず」により、生息環境・生息状況・産卵状
況等の調査を、毎月１回の頻度で実施した。
�生息環境調査
水質（水温、溶存酸素、塩分、透明度）を測

定し、生息環境の変化を把握した。
�生息状況調査
調査地点ごとに、スミス・マッキンタイヤ型

採泥器で５～１０回採泥し、４mmと８mmのふ
るい（採泥１回分については０．５mmふるいも
併用）を用いてふるった後、１m２当たりのヤ
マトシジミの生息個体数、生息重量を計数した。
個体数・重量については SM型採泥器の採集効
率を０．７１として補正した値を現存量とした。ま
た全てのふるいの採集分についてヤマトシジミ
の殻長組成を計測し（４mm・８mmふるいに
ついては１地点あたり５００個体を上限とし
た）、合算して全体の殻長組成（m２あたり個数）
を算出した。また、ホトトギスガイについても
生息密度を計測した。

図１ヤマトシジミ資源量調査 調査地点 図２ヤマトシジミ定期調査 調査地点
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� 肥満度調査
ヤマトシジミの産卵状況や健康状態を調べる

ため、毎月殻長１２mm以上の貝２０個を選別し、
殻長・殻幅・殻高・重量・軟体部乾燥重量を計
測し、肥満度を求めた。ただし、肥満度＝軟体
部乾燥重量÷（殻長×殻高×殻幅）×１０００とし
た。
（３）カゴ飼育試験
ヤマトシジミの成長・生残を調べるため、湖

底に設置したカゴによる飼育試験を行った。試
験は東岸・西岸・北岸の定期調査定点（水深
２．０～２．５m）とその沿岸の浅場（水深０．５～
１m）で行った。
� 浅場（水深０．５～１．０m）
昨年度の冬期減耗要因調査で平成２４年１０月

に湖底に埋設したカゴをそのまま設置して平成
２５年１０月２３日まで毎月観察を続けた（試験
条件は平成２４年度年報の「宍道湖ヤマトシジ
ミ減耗要因調査」を参照のこと）。
� 定期調査定点（水深２．０～２．５m）
定期調査の定点において細砂を敷いたタッ

パーに入れたプラスチックカゴ（２５×４０×２５
cm）に周辺の湖底と同等の密度でヤマトシジ
ミを入れ、重りで湖底に固定した（図３）。ま
た、大橋川でも松江大橋の橋脚（水深４m）に
同様のカゴを垂下した。試験には直前に宍道湖
で採集した平均殻長約１４mmの個体を用いた。
カゴは月１回引き揚げて付着物を除去した。平
成２５年５月７日にカゴを設置し、平成２５年
１０月２１日にカゴを回収してヤマトシジミの成
長・生残を調べた。

３．研究結果

（１）資源量調査
� 資源量の計算結果
春季および秋季の資源量調査結果を表１に示

した。また、調査を開始した平成９年以降の資
源量の推移を図４に示した。
宍道湖内でのヤマトシジミ資源量は平成２５

年春季では約１万８千トンと非常に低い水準で
あったが、春季から秋季にかけて資源は急増し、
平成２５年秋季の調査では資源量は７万２千ト
ンと過去の調査の中で２番目に高い値となっ
た。
平成２５年春季・秋季の宍道湖全域における

ヤマトシジミ殻長組成を図５に示す。春季の調

表１平成２５年度資源量調査結果
春季

深度
面積
（km２）

標本数
個体数密度
（個／m２）

総個体数
（百万個）

重量密度
（g／m２）

推定重量
（ t）

０～２．０m ７．６９ ３２ ６，８２２ ５２，４６１ １，０９６ ８，４３１

２．１～３．０m ６．１８ ３５ ６，９８０ ４３，１３４ １，０７１ ６，６１９

３．１～３．５m ４．７６ ２８ ２，５７６ １２，２６２ ４２１ ２，００４

３．６～４．０m ５．３３ ２６ ９１９ ４，８９６ １４９ ７９６

計 ２３．９６ １２１ ４，７０６ １１２，７５３ ７４５ １７，８４９

※密度・個体数・重量は全て採集効率を０．７１として補正した値

秋季

深度
面積
（km２）

標本数
個体数密度
（個／m２）

総個体数
（百万個）

重量密度
（g／m２）

推定重量
（ t）

０～２．０m ７．６９ ３０ ９，９７２ ７６，６８６ ３，８８２ ２９，８５３

２．１～３．０m ６．１８ ３２ １０，０６７ ６２，２１６ ３，８０４ ２３，５０９

３．１～３．５m ４．７６ ３０ ６，３０９ ３０，０３０ ２，８１４ １３，３９５

３．６～４．０m ５．３３ ３１ ２，２９１ １２，２１１ １，０２７ ５，４７４

計 ２３．９６ １２３ ７，５６０ １８１，１４４ ３，０１５ ７２，２３２

※密度・個体数・重量は全て採集効率を０．７１として補正した値

図４宍道湖のヤマトシジミ資源量の推移

資源全体 ：殻長３mm以上のヤマトシジミ
漁獲対象資源：殻長１７mm以上のヤマトシジミ

図３砂を入れたカゴでのヤマトシジミ飼育
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査時には殻長７mm以上の貝の個体数は少な
かったが、殻長６mm以下の稚貝の個体数は平
年の２倍以上と多かった。秋季では殻長１０mm
程度を中心とする大きなピークが見られ、全体
の個体数が急増した。赤嶺の方法１）によりコホー
ト解析を行った結果、平成２４年生まれの稚貝
が平成２５年春季に多数出現し、それらの多く
が秋季まで生き残り大きく成長したことが資源
量増加の大きな要因と考えられた。
（２）定期調査
� 生息環境調査
調査地点の底層における水質を図６に示し

た。平成２５年度は４～９月にかけて塩分が７～
８PSUと平年値の約２倍の高い値で推移した。
この時期、調査定点の透明度は非常に高くなり
２m以上になった。
� 生息状況調査
・生息密度
宍道湖内の調査地点における重量密度を図７

に、大橋川の調査地点における重量密度を図８
にそれぞれ示した。また、大橋川におけるホト
トギスガイの生息数を図９に示した。平成２５

年のヤマトシジミの生息重量は、全般に夏季以
降高く推移した。東岸では夏季には約９kg／m２

という極端に高い値を示した。西岸では平年の
生息密度は１kg／m２以下であるが平成２５年度
は約４kg／m２に達した。南岸・北岸でも生息密
度は夏以降平年の２倍程度になった。大橋川で
はホトトギスガイの繁殖のためヤマトシジミは
平成２４年度より少なく、特に中海に近い剣先
川合流点ではホトトギスが河底でマット状に
なって繁殖し、秋以降はヤマトシジミがほとん
どいない状態になった。
・殻長組成
宍道湖・大橋川の各地点のヤマトシジミの殻

図５資源量調査におけるヤマトシジミの殻長組
成（全地点平均）

図６調査地点における水温、塩分、溶存酸素量、
透明度の季節変化（４地点の平均値）（平年
値は過去７年の平均、縦棒は標準偏差）
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長組成を図１０、１１にそれぞれ示した。
宍道湖の南岸・北岸では６月までに殻長

５mm未満の稚貝が非常に多く出現し、それが
夏～秋にかけて成長し１０月には殻長１０mm程
度をピークとする年級群を形成していった。東
岸では春季の稚貝は少なかったが、夏以降殻長
数ミリの稚貝が多数出現した。
・肥満度
図１２にヤマトシジミ肥満度の季節変化を示

す。
肥満度は、全般に平年より高く推移し、夏季

に産卵による一時的な低下はあったものの、そ
の低下の度合いも平年より少なく、その後の肥
満度の回復も速かった。
（３）カゴ飼育試験
� 浅場での試験（水深０．５～１．０m）
浅場での湖底埋設カゴ飼育試験における生残

率を図１３に、成長を図１４にそれぞれ示した。

図９大橋川におけるホトトギスガイの生息数
（個体数／m２）

図７宍道湖内におけるヤマトシジミの生息重量
密度（平年値は過去７年の平均、縦棒は標
準偏差）

図８平成２５年度の大橋川におけるヤマトシジミ
の生息重量密度
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平成２４年１０月～平成２５年６月の生残率は平
均８１％、平成２５年６月～１０月の生残率は平均
６４％、平成２４年１０月～平成２５年１０月の１年
間のヤマトシジミの生残率は平均５２％であっ

た。浅場ではヤマトシジミの成長は悪く、平成
２５年６月から１０月までに殻長で平均１mm程
度しか成長しなかった。

図１０宍道湖内におけるヤマトシジミの殻長組成の推移（単位：個体数／m２）
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図１１大橋川におけるヤマトシジミの殻長組成の推移(単位：個体数/m２）
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� 定期調査定点での試験（水深２．０～２．５m）
定期調査定点の湖底におけるカゴ飼育試験の

生残率を図１５に、成長を図１６にそれぞれ示し
た（東岸ではカゴの転倒でヤマトシジミの一部
が逃げ出したため生残率は欠測とした）。平成
２５年５月～１０月の生残率は北岸で８１％、西岸
で６５％だったが、大橋川ではカゴ内でホトト
ギスガイが増えたため生残率は１７％と極端に
低かった。成長は地点により異なり、東岸・西
岸では成長量は殻長で５mm以上になったが、
北岸では３mmに満たなかった。

図１３浅場での湖底埋設カゴにおけるヤマトシジ
ミの生残率

図１４浅場での湖底埋設カゴにおけるヤマトシジ
ミの成長

図１２ヤマトシジミの肥満度の季節変化

肥満度＝軟体部乾燥重量÷（殻長×殻幅×殻高）×１０００

図１５調査定点でのカゴ飼育試験におけるヤマト
シジミの生残率

図１６調査定点でのカゴ飼育試験におけるヤマト
シジミの成長

― 66 ―



（４）考察
平成２５年の春～秋にかけてのヤマトシジミ

資源量の増加割合は約４倍であり、これはこれ
までの調査結果の中では際立って高い値であっ
た。
このように平成２５年にヤマトシジミ資源が

急増した原因は、前述のように平成２４年生ま
れの稚貝が春季に多く出現し、その多くが生残
して秋まで急速に成長したためと考えられる。
春季～秋季の成長が良好だったことは定期調査
の殻長組成の推移やカゴ飼育試験の結果からも
裏付けられた。
このように今年度の資源量増加にはまず１つ

の要因として大量の稚貝発生がその背景にある
が、稚貝が多かった要因は平成２４年の産卵時
期の環境が適切であったことに加え、漁業者の
資源管理（漁獲自主規制による母貝の保全）が
重要であったと考えられる。
そして、ヤマトシジミ資源増加のもう一つの

要因として春～秋にかけてヤマトシジミの成
長・生残が良好だったことがある。その原因は

餌料条件によるものが大きいと考えられる。平
成２５年の春～秋にかけて、宍道湖は水色が茶
褐色で珪藻が優占した状態になっていることが
多かった。珪藻類は二枚貝類にとって餌料的価
値が高いことが知られており、おそらくこの時
期６～８PSU程度の高塩分の状態が続くなどの
要因により、珪藻が優占しやすかったためシジ
ミの成長・生残が良好だったのではないかと考
えられる。

４．研究成果

調査で得られた結果は、宍道湖漁業協同組合
がヤマトシジミの資源管理を行う際の資料とし
て利用された。また、調査結果は宍道湖漁業協
同組合青年部勉強会、宍道湖・中海水産資源維
持再生事業検討会、宍道湖保全再生協議会で報
告した。
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